
 
 

対 象 学 年 ： ５歳児（２５名） 

実 践 期 間 ： ４月～翌年２月 
 

 

時期 学習活動 

 ４月 同志社女子大学の学生に手伝ってもらい苗をプランターに定植 

 ５月 水やり票を作って水やりをする 

 ６月 尻腐れ症が発生し、みんなで調べて対策を練る 

 7月 収穫開始 

 トマトジュースにして飲む、給食にも使用する 

 ８月 お泊り保育で凛々子を焼いて食べる、ケチャップを作る 

  同志社女子大学の学生の提案でトマトマフィンを作る 

 ９月 他の年齢のクラスと一緒にトマトジャムを作る 

翌年 2月 園全体・地域を巻き込んだ活動として、ケチャップを作って試食予定 

   

  

 

 この活動の特徴 

活 動 の 概 要 と 流 れ 

活 動 の ね ら い 

 

2019年度カゴメ「凛々子賞」 京都府京都市 新林保育園  

 テーマ： 

無限に広がるりり子の可能性・へんしんトマト 
～作って食べて自然の恵みを受ける～ 

 

京都府 

京都市 

新林保育園 

伊藤先生・山口先生 

「凛々子」活用のポイント① 
 

地域の大学生と一緒に 

栽培や調理を行った 

 

「凛々子」活用のポイント② 
 

加工用品種であることを活かして 

ジュースやケチャップなどに加工した 

● 大切に育てて収穫の喜びを感じ、いろいろな調理法で凛々子をおいしく食べる 

● 同志社女子大学と連携し、栽培から調理まで一緒に行うことで学びを深める 



2019年度カゴメ「凛々子賞」 京都府京都市 新林保育園 

 

          

年長児の凛々子の栽培を見

た子どもたちの挑戦         

２０１７年に、年長児が凛々子

を育てているのをかたわらで見て

いた子どもたちが栽培に興味関心

を持ち、育てることになりました。 

栽培と調理には保育園の食育活

動の充実と、食に関わる大学生の

食育実践の場として、数年前から

連携して食育活動を行っている同

志社女子大学にご協力をいただき

ました。 

 

  送迎時の凛々子の世話で保

護者も栽培活動に参加 

 プランターに定植した凛々子は、

園の送り迎えに来る保護者の方の

目にも止まり、いつしか水やりが

登園時の子どもと保護者の共同作

業になっていきました。青い実が

付きだしてしばらくすると、子ど

もたちがお尻の部分が黒くなった

果実を発見！ 調べると尻腐れ症

だとわかり、カルシウムを散布し

ました。すっかり一緒に育ててい

る気持ちになっていた保護者のみ

なさんも心配していましたが、よ

うやくお尻の部分が黒くなってい

ないトマトが赤くなるように。そ

れを見つけた子どもたちのうれし

そうな顔は輝いていました。この

経験から、トマト栽培の大変さを

実感し、保護者も子どもたちも私

たちも食べ物を大切にしなくては、

と改めて思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

  ジュースやケチャップに加

工して味わう 

 収穫できるようになると、どう

やって食べるかを考えました。最

初の子どもたちの意見は「トマト

ジュース」。そこで保育参観日に保

護者と子どもたちを前にジュース

作りに挑戦！ どうやって作るの

か、みんな興味津々でした。できた

てのジュースは格別のおいしさで、

育てた喜びを実感しました。 

 数日後、一人の子どもから「オム

ライスに凛々子で作ったケチャッ

プをかけて食べたい」という提案

があり、早速やってみることに。 

しかし、ジュースを作るように

簡単にはいかず、トマトからケチ

ャップを作るのはなかなか手間が

かかりました。苦労してできたケ

チャップは材料に使った凛々子に

比べて驚くほど少ない量です。か

えってそのことが「ケチャップを

大事に使おう」という気持ちにつ

ながり、大切に調理してみんなで

味わっていただくことができまし

た。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日頃から給食の食材になる野菜

を子どもたちと一緒に育てたり、

年齢に合わせたテーマを決めてク

ッキング活動を行うなど、食育を

重視した保育を行っています。 

凛々子はたくさん収穫できて、

さまざまな料理に使いました。ジ

ュースや丸焼きに始まり、ケチャ

ップを作ってホットドック、オム

ライスを作りました。また、同志社

女子大学の大学生の提案で一緒に

トマトマフィンも手作りしました。 

さらに、これらの活動を見てい

た他の年齢の子どもが興味を持ち、

園全体でのジャム作りにも発展し

ました。凛々子の栽培と調理活動

を通じて、食べ物の大切さと調理

の楽しさ、みんなで味わうことの

喜びを味わうことができました。 

 

 

 

地域の大学生と一緒に定植や調理実習を行うなど、活動の幅を広げていただきました。また、子どもたち

の「作ってみたい」「食べてみたい」というメニューを保護者の方を巻き込んで調理し、みんなで食べる

という一連の活動がユニーク。本活動の目的に沿った実践内容となりました。 

こ こ が ポ イ ン ト ！ 取 組 の 工 夫 と 実 践 の 成 果  

受賞理由 

先生から一言！実践を通して 
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